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知事広聴：平太さんと語ろう 

発言要旨 
日時:平成 22 年２月 25 日（木）13:00～15:30 

会場:島田市民総合施設プラザおおるり ホール 

１ 出席者 (男性５名、女性４名 計９名 敬称略) 

富士山静岡空港周辺地域において様々な分野で活躍中の方 

２ 発言意見 

No 項 目 関係部局 

１ 
地域医療の支援窓口の設置 
医学部の創設 

厚生部 医療室 
厚生部 政策監付 

２ 
富士山静岡空港を利用した真冬の韓国 
や中国に高品質な切り花の輸出 

企画部 企画調整スタッフ 
産業部 みかん園芸室 

３ 
ワークライフバランスの実現 
コミュニティーＦＭラジオの活用 
上海事務所の機能強化 

県民部 男女共同参画室 
企画部 広報室 
産業部 企業立地推進室 

４ 
空港周辺の観光ＰＲ 
空港と周辺地域のアクセス問題 
全就航地の物産を集めた物産展の開催 

観光局 観光振興室 

企画部 交通政策室 

産業部 マーケティング室 

５ 川根の地域振興 
総務部 自治行政室 

建設部 農地保全室 

６ 

隣接地域振興事業の利用方法の改善 

空港アクセス道路の整備 

新幹線新駅設置への働きかけ 

建設部 空港地域連携室 
建設部 道路企画室 
企画部 交通政策室 

７ 食育からの茶の振興 
教育委員会 学校教育課 
産業部 お茶室 

８ 

食の都の施設等観光施設の整備 
砂浜の復活 
ビジネスマッチングの場の開催 
大学の創設 
御前崎港の活用による地域の発展 

企画部 企画調整スタッフ 
建設部 港湾整備室 
産業部 経営支援室 
県民部 大学室 
建設部 港湾企画室 

９ 榛南地域の漁業の現状と今後 産業部 水産振興室 

① デザイン、草の根交流の重要性 企画部 企画調整スタッフ
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３ 意見交換内容 

出席者発言要旨 知事発言要旨 

１ 地域医療の支援窓口の設置、医学部 
の創設 

・ 最近勤務医の不足から、診療科を休診 

する公立病院の数が全国的に急激に 

増加した。志太・榛原医療圏でも市立 

病院で勤務医の先生がやめられ、問題 

となった。この傾向が進むと、地域医 

療が崩壊する事態も考えられ、市民生 

活に大きな支障が生じてくるのでは 

ないかと考えている。 

・ そこで、島田市地域医療を支援する会 

は、市民の有志が集まり、地域医療を 

守る市民活動を進めていくことで、昨 

年４月に発足した。現在では賛同した 

市民 29 名が集まっている。 

・ 会として、何をすればよいか話し合 

い、活動の方向を次の３点に集約し 

た。このことにより、医師や看護師の 

皆さんにいつまでも勤務してもらえ 

るのではないかと思う。 

① 自分たち自身が医療制度や医療現場 

の問題点を学習し、地元の市民病院を 

中心とした地域医療の支援を自分た 

ちでできることから始める。 

② 市民の学習会の場を設け、病院の問題 

を関係者から直に話を聞き、救急医療 

の問題、病院関係者の勤務実態、患者 

との人間関係のあり方などについて 

理解を深める。 

③ 市民の皆さんに病院や診療所の正し 

い利用のあり方を働きかけ、病院関係 

者の勤務環境を少しでも改善する。 

・ 地域医療が壊れていくということは 

実に深刻な問題である。某病院の救急 

外来が閉鎖されたことで、島田市民病 

院の救急外来の先生方は、実際大変苛 

酷な勤務を強いられている。そこで、 

県に幾つかお願いをしたい。 

① コンビニ受診をやめよう、かかりつけ 

医を持とう、医師に感謝の気持ちをあ 

らわそうの三つのスローガンをもと 

に、全県的なキャンペーンを展開して 

・ かかりつけの医者を持つというのは、 

本当に大切なことである。 

・ 多くの場合は、勤務医の実態がよくわ 

からないまま、子供や自分自身の体の 

不調に対する、医者の応対に不満を持 

つ。 

・ しかし、医者の立場に立ち、地域の医 

療を地域の人たちと一緒に考えてい 

く姿勢がすばらしい。ですから、この 

活動を私は支えたい。窓口を開設して 

欲しいとのことでしたので、そうして 

いきたい。 

・ 診療所と病院との連携が大切で、病院 

の勤務医の先生方の勤務は本当に厳 

しいので、そこに負担がかからないよ 

うに、まず診療所で診てもらう。 

・ 診療所の医者が地域を愛するような、 

そんな文化を育てたい。その芽が今、 

発言者の方の活動の中で育っている、 

これを静岡県下全体の運動につなげ 

ていかなければいけない。 

・ 文部科学省は医学部の新しい設置を 

認めていない。しかし、本県で可能性 

が出てきた。医学部ならどこの大学で 

もよいとは思っていない。380 万人の 

県民が安心して医療を受けられるよ 

うに、あらゆる可能性を考えがら医学 

部設置の方向で、今最も重要な課題と 

して取り組んでいる。 

・ 近くにある病院の先生の出身大学を 

踏まえながら、信頼できる大学の医学 

部で、本県とゆかりのある大学から選 

定していく。大学設置には多額の費用 

がかかる。また、医者が育つには 10 

年ぐらいかかるので、 慎重に、 しかし、 

確実に、医学部をつくる方向で意思を 

決めており、厚生部と一体になって取 

り組んでいるので安心して欲しい。
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出席者発言要旨 知事発言要旨 

欲しい。県広報や県政番組などによ 

り、強く県民の皆さんに働きかけて欲 

しい。 

② 自分たちと同じようなサポート団体 

相互の情報交換の場や学習機会を県 

として提供して欲しい。これにより、 

全県的な活動が盛り上がり、住民啓発 

活動が充実していくと思う。 

③ 病院サポートに携わる関係団体によ 

る緩やかなネットワーク化に援助を 

して欲しい。サポート団体、市町、関 

係医療機関などによる啓発推進母体 

の発足に向けた取り組みが図られる 

ことを期待している。 

④ サポート団体や啓発活動への支援を 

お願いしたい。自分たちの会も活動を 

行うために、活動費の捻出には大変苦 

労している。 

⑤ 県の窓口の開設と行政組織の強化を 

お願いしたい。県が行う地域医療政策 

の一環として、支援局単位で窓口を開 

設し、関係市町及びサポート団体を含 

めて、地域一体となった啓発活動を行 

うことができれば良いと期待してい 

る。このための行政組織の強化を図っ 

て欲しい。 

・ 最も大事なことは、病院が病気になら 

ないことである。そのために行政とし 

て対応してもらい、市民としても健全 

な地域医療体制を支援すべく、努力を 

していきたい。 

・ 県中部に県立大学の医学部を設けて 

いただき、医師の養成に力を入れて欲 

しい。近くに新幹線の駅のない病院 

や、都市環境の未整備なところにある 

病院に医師が長く勤務してもらうた 

めには、医師を地元で育成すること 

が、安定した地域医療を確保するため 

の重要な鍵となると思う。
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出席者発言要旨 知事発言要旨 

２ 富士山静岡空港を利用した真冬の韓 

国や中国に高品質な切り花の輸出 

・ 農業全般の課題として、高齢化や後継 

者不足が挙げられるが、花卉栽培の場 

合は、燃料費の高騰により、生産コス 

トが上昇し、コストに見合う収益が見 

込めないというのが現状である。 

・ 昨年発表された農林水産省のデータで 

は、全世帯の８割が年平均２回しか切 

り花を買わないという調査結果が出て 

いる。近年の不況と相まって消費者の 

花離れがますます進んでいるのが現状 

である。 

・ そこで、花卉生産者は幾つかの新しい 

取り組みを行っている。その一つは、 

花卉バケット方式というプラスチック 

の容器に水を入れて、新鮮な状態で市 

場に出荷する方法。また、今年初めて 

の試みとして、花屋など市場関係者を 

現地に招き生産の現状を知ってもらう 

ということも始めた。 

・ 花卉園芸農家の立場から、静岡空港を 

利用して真冬の韓国や中国に高品質な 

切り花を輸出する構想を提案したい。 

・ 昨年の暮れ、サントリーが世界で初め 

て開発に成功した青いバラの販売のニ 

ュースが報道された。確か１本 3,000 

円で即日完売であった。 

・ 私はトルコキキョウの栽培をしている 

が、現在では日本がトルコキキョウの 

品種改良の中心地となり、世界の品種 

のほとんどが日本で開発されている。 

・ 日本の優れた品種改良の技術を生か 

し、どこの国よりも早く高品質な切り 

花を静岡空港から中国や韓国の富裕層 

をターゲットに輸出したらどうか。他 

国にはない高品質な切り花を温暖な静 

岡の地を生かして、品種改良から輸出 

まで一貫してやる提案である。高品質 

であれば通年でも成功すると思う。 

・ シンガポールは、今ではガーデン・シ 

ティといわれているが、もともと何も 

なかった。一人の指導者が、土づくり 

から進めた結果、誰もが親しめるすば 

らしい植物園ができた。 

・ この大きな植物園の一画は、有料で、 

そこでは世界のすべてのランが見ら 

れる。そしてそれを輸出している。そ 

の花を日本の立派なホテルが飾って 

いる。 

・ 花は単に飾るものではなく、実はプロ 

がしのぎを削っている世界である。島 

田はバラで負けないし、トルコキキョ 

ウでも負けないわけである。 

・ 花を売り込むには、花を上手に見せる 

デザイン、花自体と、花を見せる仕掛 

けが必要となる。 

・ 駅前や、目抜き通りに、ハンギングバ 

スケット(園芸に使う吊りかご)があ 

ったり、花で飾られていると、必ず人 

の心を打つことになる。 

・ 花を上手に活用することで、小さな市 

場を開拓する。小さなものが大きなも 

のに展開していくことになる。 

・ すぐに冬の韓国へトルコキキョウが 

輸出できるかは、ちょっと勉強させて 

もらうが、アイデアとしてすばらし 

い。これは可能な事業になると思う。 

・ 空港の周り全体が花の町になること 

が、その花を輸出できる条件になって 

いくだろう。一層の活躍を期待しなが 

ら、その側面的な援助をしていきた 

い。



2/25 知事広聴5 

5 

出席者発言要旨 知事発言要旨 

３ ワークライフバランスの実現、コミ 
ュニティーＦＭラジオの活用、上海事 
務所の機能強化 

・ 近年、育児・介護休業法の改正などが 

行われ、法律や制度の改善が進んでい 

るが、実際には、経済が大きく変動す 

る中、男女問わず就労上の悩みが多い 

のが現実である。 

・ 昨年、女性社員の活躍で、県の男女共 

同参画事業所として登録をさせても 

らった。そしてワークライフバランス 

の視点から生き生き働く、生き生き学 

ぶための社内の取り組みをしている。 

・ 具体的には、男性社員から、朝子供を 

幼稚園に送るので、時差出勤したいと 

か、パートで働いているスタッフか 

ら、音楽療法の勉強をしたいとの自発 

的な発案などがある。 

・ 介護福祉士などの資格を持ちながら 

育児などで離職した人たちのワーク 

ライフバランスによる雇用の創出を 

積極的にしている。仕事する意識づけ 

や、リスク管理の観点からも、ワーク 

ライフバランスはとても重要な経営 

戦略の一つである。 

・ 県でもワークライフバランスが企業 

経営にとって、また働く人たちにとっ 

ても大変有益であることを具体的に 

分わかりやすく啓発し、マネジメント 

を今以上に強化して欲しい。新しい静 

岡スタイルの働き方が発信されると 

思う。 

・ 島田市にコミュニティーＦＭが開局 

したことを機会に、「おうち時間」と 

いう地域福祉番組を企画・製作・提供 

している。その中で、行政と民間企業 

が共同して地域メディアを複合的に 

活用することで、地域と人をつなぎ、 

地域の安心・安全・活力を支える基盤 

を構築する可能性があると確信した。 

・ 中山間地域の多い島田では、防災の観 

点からも地域情報化がとても重要だ 

と感じている。新年度からはラジオの 

持つ特性である双方向性を生かし、地 

域の生活情報誌とラジオを連動させ 

・ ワークライフバランスを自分の会社 

で実現するために、介護士の方を優先 

的に採用し、実際にそれに役立てよう 

としている。こういう人がリーダーで 

ないと、なかなかワークライフバラン 

ス、男女共同参画社会といっても実現 

できない。 

・ あるとき、県のベテラン女性職員に、 

「企業の中には保育所を設けている 

ところもあるが、県庁内は保育所がな 

い。企業につくれと言っておきなが 

ら、言っていることとやっていること 

が合っていない。」と言われた。 

・ 本当に問題を抱えているのは、どちら 

かといえば男性より女性である。だか 

ら女性の方々の意見をしっかり聞い 

て、その方々を立てないといけない。 

・ 平成元年から大学の進学率は男性も 

女性も変わらない。今 40 歳の人たち 

からは、男女で学歴は変わらない。あ 

と 20 年経つと 60 歳以下の人が全部そ 

うなる。意思決定権を持つ世代の学歴 

が男女で変わらなくなり、20 年後に 

は、必ず男女共同参画になる。 

・ あなたのような方が、これからもっと 

もっと出てくるので頑張って欲しい。 

・ ラジオを単に地域のコミュニティー 

づくりのために、活用するのではな 

く、いざというときに役立てる。コミ 

ュニティーラジオが一番地域のこと 

を分かっている。そのように双方向性 

を持つものが、今９局あるのでつなげ 

て欲しいとのことだった。ＮＨＫＦＭ 

と９局のコミュニティーＦＭがどう 

すれば連携できるか、できることを教 

えてもらえれば、その仲介をぜひして 

みたい。 

・ 空港をビジネスチャンスと捉えてい 

るとのことだが、上海万博にある日本 

産業館の館長はふじのくに親善大使 

である。県との友好関係、交流関係を 

深めるであろう、ありとあらゆる情報
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出席者発言要旨 知事発言要旨 

たクロスメディアにも積極的に取り 

組んでいきたい。 

・ 静岡県内には、ＦＭ島田が開局し９局 

のコミュニティーＦＭ局が東西に網 

羅した。県の広報としても、コミュニ 

ティー放送を高齢者、子育てを行って 

いる方、目が不自由な方など、情報弱 

者の方を対象に、積極的に利用するこ 

とが十分可能である。またＮＨＫＦＭ 

とコミュニティーＦＭの連動を後押 

しすることも必要である。 

・ 空港は社会経済の基礎となり、今とて 

も大きなビジネスチャンスが見え隠 

れしている。今年、中国 2010 年上海 

国際博覧会が開催され、静岡県も日本 

産業館催事ステージに出展すると聞 

いている。 

・ 上海は 1,900万人の人口を有する巨大 

な都市であり、地方中小企業にとって 

も、無限の可能性を感じさせ、自分た 

ちも何らかの形でぜひ参画してみた 

い。 

・ 中国市場の経済、消費活動はどのよう 

になっているか、またどのような日本 

商品が愛好され消費されているか、日 

本企業の進出状況はどうか、大いに関 

心がある。県でまず中国市場の活用に 

向けた情報やリサーチなどを行うた 

め、県上海事務所の機能強化を推し進 

めて欲しい。 

・ 中小企業対策の一つとして、情報提供 

やリサーチの後押しを進めてもらえ 

れば、若年層が力を発揮できる新たな 

雇用づくりが、地方都市も十分可能に 

なる。 

・ 富士山静岡空港から飛び立つ飛行機 

が、「ふじのくに」から飛び立つ若い 

力を後押しして欲しい。 

は、県の上海事務所と、日本産業館の 

館長に入り、県に伝わることとなる。 

・ 本当のネットワークとは、人と人との 

ネットワーク、顔の見えるネットワー 

クでなければならない。 

・ ここにいるこの人が誰か。その人を通 

してその組織を見る。組織は人が動き 

やすいようにチームワークを組んで 

いるので、個人的な関係を築き人を介 

して、訪ねればうまくいく。 

・ そうして実際にハートに入っていき 

ネットワークをつくると、ビジネスチ 

ャンスも必ず生まれる。
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出席者発言要旨 知事発言要旨 

４ 空港周辺の観光ＰＲ、 空港と周辺地域 
のアクセス問題、 全就航地の物産を集め 
た物産展の開催 

・ 金谷茶娘大使の仕事は、金谷茶や茶祭 

り、金谷地域のＰＲが主な仕事である 

が、富士山静岡空港の開港に伴い、空 

港周辺地域の観光ＰＲの仕事もして 

いる。昨年は就航先である札幌、鹿児 

島へお茶をお届けしながら、観光ＰＲ 

に行ってきた。 

・ 静岡と言えば富士山とお茶であり、こ 

れはどこに行っても聞かれる言葉で 

ある。しかし、知人にお茶を送っても 

らい飲んでいるとは聞くが、実際に静 

岡に行ってお茶を買っているという 

言葉はなかなか聞かない。 

・ 特に県内中部地方は、観光地として考 

えられていないと感じる。しかし、実 

際はそうではないと思う。 

・ 普段から当たり前のように見ている 

牧之原公園から望む富士山、これだけ 

でも十分にアピールできる。ＳＬが走 

る大井川鉄道、千頭と井川をつなぐア 

プト式の列車、これも十分に全国にア 

ピールできる。自分たちでは感じるこ 

とができない魅力が実はたくさんあ 

る。 

・ このことは観光ＰＲがうまくできて 

いないのが原因である。観光名所とな 

り得るのに、うまくアピールできない 

場所は、県内に島田市以外も数多くあ 

るのではないか。自分たちはアピール 

する力が弱いと言われる。観光地とし 

てのＰＲ力がつくように県が積極的 

に学習会などを開催してくれれば、県 

内外ともに静岡は観光地であるとい 

う意識が強くなり、たくさんの方に静 

岡空港を利用してもらえるのではな 

いか。 

・ 富士山静岡空港は、すばらしい観光へ 

の窓口となることを期待しているが、 

外から静岡空港に降り立つには不便 

さも感じる。問題は空港からのアクセ 

スである。一日に数本しかないバスで 

は、思い通り行きたい場所へ行けな 

い。 

・ 茶娘大使としてすばらしいＰＲがで 

きている。 

・ この地域全体がどういう宝物を持っ 

ているか、観光資源を持っているかを 

知るには外を見ないとわからない。 

・ 例えば、札幌と島田や牧之原では、風 

景が違うし、食べるものも気候も違う 

から、自分たちの地域について、あら 

ためて発見することがある。相手を見 

に行って、結局自己を知ることがあ 

る。観光資源を見出すには外に出るの 

が一番よい。 

・ 鹿児島に行くと、鹿児島でもお茶を作 

り、売っている。本県のお茶とどう違 

うのか。薩摩富士という富士山がある 

が本物との違いはどうか。地元のもの 

と他地域のものの違い、メリットを考 

えることになる。 

・ 先ほど志戸呂焼に淹れたお茶をいた 

だいたが、鹿児島だと薩摩焼がある。 

地元のものを利用し、差別化、個性を 

出すことが必要である。 

・ 物産展を開催したらどうかとのこと 

だが、どこで開催するかとなると、向 

こうの人が来やすく、こちらも行きや 

すいところがよいため、空港近辺がよ 

いことになる。しかし、空港は狭いの 

で、別の場所を考えることとなる。 

・ どこが一番よいかは、そこから、大井 

川のＳＬに乗り、寸又峡まで行ける。 

ＳＬに乗ることそれ自体が楽しい。そ 

ういう全体を広くデザインすること 

が大事である。 

・ それには、デザインを学問にしている 

静岡文化芸術大学の学生を使えばよ 

い。学生の教育効果にもなるし、その 

成果を地域の代表や専門家が審査す 

れば、地域の人たちにより決定された 

ものとなる。静岡文化芸術大学の学生 

を活用して欲しい。
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・ 就航先の方々に来てもらうには、まず 

そういった問題の解決が不可欠であ 

る。実はたくさんある観光地、ここで 

しか見ることのできない景色、自分が 

行きたい場所を気兼ねなく選んでい 

ける環境、この環境整備こそが観光地 

としての課題である。 

・ 富士山静岡空港就航先のすべての場 

所の物産を一堂に集めた物産展を県 

に協力していただき開催してもらい 

たい。空港ができたからこその実現で 

きるイベントであり、県が動いてくれ 

なければ絶対に実現できないイベン 

トである。 

・ これを静岡空港を利用して行うこと 

で、各地から静岡に人が集まり、人が 

集まれば空港周辺のよさもわかって 

もらえる。 

・ 島田市は今年３つの大きな祭りが同 

時に開催される６年に１度の機会で、 

絶好のタイミングである。島田市が観 

光誘致に尽力するのはもちろん、県か 

らも空港から 10 分から 15 分で観光で 

きる場所がたくさんあるということ 

を、全国に発信する協力をして欲し 

い。 

・ 富士山とお茶だけではない静岡を、ぜ 

ひ全国に発信して欲しい。 

・ 自分はこれからも金谷茶娘大使とし 

て、島田市、そして静岡の観光ＰＲに 

尽力していきたい。
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５ 川根の地域支援 

・ 島田市の中でも中山間地である川根 

地域で、商工業者の方の経営支援をし 

ている。 

・ 川根が住み続けたいまちであって欲 

しい。例え将来、子供たちが川根を離 

れても、出身地を聞かれたときには 

「島田市の川根出身です」と胸を張っ 

て言えるまちであって欲しい。川根を 

おしゃれなまちにしたい。これらを目 

標に川根のイメージをもっと引き出 

せるように活動をしている。 

・ 具体的には、10 年ぶりの夜店市復活、 

家山川堤防の土手一面へのシバザク 

ラの植栽による新しい桜の名所づく 

り、また低迷している緑茶に地場のブ 

ルーベリーなどをブレンドしたフレ 

ーバーティーの商品開発に携わって 

いる。 

・ また、川根地域では、青年団が大変元 

気に活動をしており、昨年も歌舞伎公 

演の開催など、さまざまな取り組みで 

地域に元気と活力を与えてくれてい 

る。そんな彼らと一緒に将来のまちづ 

くりを話し合っている。 

・ 20 代から 40 代の女性は、さまざまな 

雑誌、インターネット、メディアを通 

じて流行に非常に敏感で、都市部を中 

心とした女性には、農業やエコ、安 

心・安全な食といった単語がキーワー 

ドになっていると感じる。農業を例に 

とると、これまでは汚い、大変、ダサ 

イといったイメージを持たれがちだ 

ったが、最近ではおしゃれな作業服な 

どが発売されたことにより、農業もト 

レンドにシフトしている。 

・ こうしたことは、中山間地である私た 

ちの町の発信力や活動内容も同じで 

はないかと思う。 

・よその真似ではなく、今の川根の良さ 

を変えてしまうのではなく、田舎らし 

いどこにもない良さ、これに一歩進ん 

だおしゃれ感、洗練された感じをつけ 

ていく、それがポイントなのではない 

かと思う。 

・ おしゃれと言われたが、田舎らしさの 

良さに対するイメージが変わってい 

る。 

・ これまではビルを作ることが進歩、新 

しいと思われていたが、今大都会で 

は、公園をつくりたい、屋上緑化や、 

側面緑化をしたいと言っている。水、 

緑、土へ回帰しているのである。それ 

が実現されているのが、ここである。 

・ 昔我々がヨーロッパに旅行するとき 

は、パリ、ローマ、ロンドンに行って 

いた。しかし、今ではその国の人は、 

パリの郊外のプロバンス地域、イタリ 

アのトスカーナ地域、イギリスなら豊 

かな田園地帯が広がったコッツウォ 

ルズという中世のようなところが、一 

番しゃれている、ゆったりとした時間 

があり、都会の喧騒から逃れてよかっ 

たと感じている。 

・ カントリーサイドに戻ることが本当 

の幸せだ。町に来て、それなりの貯金 

をして、今度は田舎に帰るというのが 

本当のおしゃれな豊かな生き方だと 

いうのである。未来はここにあるとい 

うことで、ちょっとおしゃれに飾って 

いき、心を引きつけることが今求めら 

れている。自信を持って欲しい。 

・ 小さなものから大きなものまで動か 

す力はデザイン力である。 

・ 役に立ち、かつ心に訴えるという芸術 

は、単に飾るときれいなものだけでは 

ない。美と用、用と美が一体のもの、 

これがデザインである。そういうもの 

が今求められている。おしゃれにする 

には、それが求められている。
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・ 野守の池は、透き通った水面を復活さ 

せ、池の周りにゆっくり散策できる歩 

道を整備する。時にはきれいなイルミ 

ネーションを飾る。悲恋の伝説を逆手 

にとったストーリーを構築し、新たな 

デートスポットとする。 

・ 笹間地域は山村都市交流センターを 

核とし、芸術家の皆さんの協力により 

アートレジデンスの里として、陶芸や 

絵画など芸術に触れることのできる 

場にする。 

・ 農業については、農業体験やテクニカ 

ルツーリズムを通じて交流を広げ、新 

たな雇用創出の場にする。 

・ 大切に守っていくべきものに新しい 

魅力を加えて発信していくことで、こ 

れからのまちづくりができる。 

・ 過疎地域という言葉は、とにかく暗い 

イメージがあるが、自分たちは元気い 

っぱいである。さまざまな分野で、さ 

まざまな人たちが地域づくりに熱心 

に取り組んでいる。そこに住む自分た 

ちは、自分のできることに精一杯取り 

組んでいくので、県としても中山間地 

域の振興について支援をお願いした 

い。 

６ 隣接地域振興事業の利用方法の改 

善、空港アクセス道路の整備、新幹線 

新駅設置への働きかけ 

・ 空港開港の話が出た当初はあちこち 

で大きな反対運動があったが、県とい 

ろいろ話し、空港の必要性等を聞き、 

また県の職員の誠意と町の職員の誠 

意を感じるなど、いろんな条件が重な 

って、平成８年に補償協定を結び、設 

置許可が下りた。 

・ 補償協定のうち、農業特別対策事業と 

して代替地の提供等、いろいろな事業 

をしてもらい終わった。 

・ しかし、空港周辺の影響を受ける地域 

が活用する隣接地域振興事業の進捗 

度は、対象市町によってバラツキがあ 

る。 

・ これは市町が行う事業に対し、 県が 1/3 

を補助するものであり、旧榛原町には 

27 億円の割当があった。 

・ 県から 20 億円分の援助を受けるため 

に、総額 60 億円の事業を行い。40 億 

円分市で負担しなければならないの 

は、不便である。そんな足かせをとれ 

ないか。一度考える。 

・ 使い勝手の悪いのは、それなりの理由 

があると思うが、その理由と今必要だ 

という新しい現実に合わせた理由と 

見比べ、お金を生かす方向で考えてい 

く。 

・ 空港を造るために、ものすごく大きな 

お金を投じた。何としても空港を活か 

さねばならない。 

・ 新幹線新駅設置は新幹線と競合する 

から要らないという意見が多かった 

と思うが、空港とのアクセスはＪＲの 

駅と結んでおり、ＪＲと空港が関係し
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・ 以前は国が 1/3 補助する事業と絡め、 

町の負担が1/3になるようにして事業 

を実施していたが、今は国の補助事業 

がなくなってしまったため、2/3 を市 

町で負担しなければならない。 

・ さらに、この事業は旧榛原町では限ら 

れた一部の地域のみが対象となるた 

め、費用対効果の面からの問題もあり 

事業が進まなくなった。 

・ 現在 27 億円中 20 億円が未実施で、利 

用可能期間が、平成 22 年までと決ま 

っている。 

・ 住民としては、当初約束されたことが 

実施されていないことになり、地域と 

して危機感を持っている。 

・ 知事が話されるガーデン・シティ構想 

に組み込むことも可能と思うので、事 

業を行う良い方法を考えて欲しい。 

・ 地域の産物を空港を利用する観光客 

等に売るための地産地消の施設を、空 

港内等の良い場所に設置して欲しい。 

・ 空港へのアクセス道路の中で、以前吉 

田インタールートが計画されていた 

が、ルートを変更するという話が出て 

以降立ち消えになっているので、ルー 

トを変更し完成させて欲しい。 

・ 新幹線新駅ができるように、ＪＲに働 

きかけて欲しい。 

ていることが分かった。 

・ 前原国交大臣は、羽田の真下に新幹線 

を引き込もうとしているが、富士山静 

岡空港は初めから真下に引き込まれ 

ている。 

・ あと大事なことは新幹線を使う利用 

者がいるということである。利用する 

人がいれば、その人たちの交通の便を 

考えねばならない。それが公的な運送 

に携わっている企業の社会的な義務 

である。 

・ 空港を利用する人が多くなれば、双方 

とも得する関係になるので、そのため 

にも空港を育てることが大事である。 

・ 空港を育てることは、地域をよくする 

ためでもある。 

この地域にある色々な農産物を販売 

するだけでなく、料理し、地元で食べ 

れることができればもっといい。空港 

の近くのレストラン、お茶の郷、グリ 

ンピア牧之原、そういうことにお金を 

使うのが有効である。 

７ 食育からの茶の振興 

・ 牧之原市ＪＲハイナン青壮年部は全 

国茶品評会で日本一になった。部員は 

常においしい茶づくりに励んでいる。 

・ しかし近年、茶業を取り巻く現状は大 

変厳しく、高級茶の販売低迷、荒茶の 

相場の下落、 資材高騰、 後継者問題等、 

たくさんの課題を抱えている。 

・ 県には今以上に静岡茶のＰＲをお願 

いしたい。 

・ 静岡イコール茶をもっと定着させる 

ため、県内すべての小中学校にいつで 

もお茶を飲めるような設備の設置を 

お願いしたい。それにより、風邪やイ 

ンフルエンザにかかる児童、生徒が減 

・ 全国茶品評会日本一であり、静岡県の 

誇りである。 

・ すばらしいものを子どもたちに味あ 

わせたい。いつでも、どこでもお茶が 

飲める施設を小中学校に設けたいと 

の考えはもっともである。少なくとも 

給食に出ないのは、お茶の静岡県とし 

て、ぐあいが悪いので、そこから始め 

ることができると思う。 

・ 日本のお茶の文化は闘茶から発展し 

た。そこから子供たちの味覚を鍛える 

のは、日本の茶の文化を全国レベルで 

支えていくためにも、すばらしい提案 

である。 

・ 日本一の茶業者からの発言には重みが
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り、日本で一番元気な県となれば、マ 

スコミに取り上げられ、全国にお茶の 

良さを伝えることができる。 

・ 昨年度から牧之原市では小学生を対 

象に利茶大会を実施している。 

・ 食育を織りまぜたＰＲ活動、子ども闘 

茶会を県内すべての小学校を対象に 

行い、近い将来、県大会、そして全国 

大会へと発展していってもらいたい。 

子どもたちにもっとお茶を身近に感 

じてもらい、農業後継者の育成にも役 

立てていきたい。 

・ このような大変な時期でも、我々茶農 

家は常に前向きな姿勢を崩さず、ピン 

チは最大のチャンスだと思い、競争社 

会に打ち勝つ努力と創造力を持ち 

日々頑張っていくので、県には農家の 

安定的な経営を可能にするために、消 

費拡大に力を入れて欲しい。 

ある、実現するように頑張りたい。 

・ つくっているものがすばらしく、使わ 

ないといけない。その使い方に知恵が 

要る。味覚を知ることが食育になると 

は、そのとおりである。 

・ 日本のお菓子づくり職人や、料理人 

が、世界でトップになっている。ソー 

スをつくる、材料を切り刻んでどのよ 

うに見せるか等は、技術であるが、最 

後は自分の持つ味覚が必要である。そ 

の味覚は子供のときからいいものを 

食べることで鍛えられる。 

・ 食べ方も教えることが大事で、例えば 

お茶もラッパ飲みではなく、志戸呂焼 

で、飲むようにする。水道をひねった 

らお茶が出るというのは、ちょっとお 

かしい。 

・ 今の時代に合った 21 世紀型の茶の飲 

み方を発信していくには、いろいろな 

人の協力がいる。協力できるようコー 

ディネートしたい。 

８ 食の都の施設等観光施設の整備、砂 

浜の復活、ビジネスマッチングの場の 

開催、大学の創設、御前崎港の活用に 

よる地域の発展 

・ 牧之原市相良で生まれ育ち、いつも陸 

の孤島と言われてきたが、今は陸海空 

の大変すばらしい交通の結節点、将来 

の発展が大変有望な地域と言われ、こ 

んなにうれしいことはない。人が集ま 

る、にぎわいのある地域にして欲しい 

と願うし、そうしたことが地域活性化 

のために必要である。 

・ 静岡がすばらしい食材の宝庫という 

話を聞き、牧之原市が食材の宝庫では 

ないかと思うようになった。牧之原市 

は、茶、大根、ニンジン等本当にたく 

さんの種類の農産物が採れる栽培に 

適した地域で、水産物もイセエビ、キ 

ンメダイ等高級魚の水揚げが本当に 

たくさんある。ぜひ地産地消のレスト 

ランをこの周辺でお願いしたい。 

・ また、シティホテル、特産品やお土産 

・ 静岡県は日本一の食材の王国であり、 

旬のものが一番得られる場所である。 

それを最も大事にするのは料理人で 

あるが、料理人は東京で余っている。 

ミシュランで三ツ星の評価を得た東 

京の９軒中３軒は本県出身者の店で 

ある。すばらしい味覚の持ち主はすで 

におり、技術さえ磨けば世界トップク 

ラスの料理人として評価される。そう 

いう人を引っ張ってくればよい。 

・ 食材の宝庫なので、食材を生かした食 

の都をつくりたい。 

・ この地域のポテンシャルはすばらし 

い。これをどういうコンセプトでとら 

えるか考え、きれいで、世界の人々誰 

が聞いてもわかるガーデン・シティと 

いう名前にした。 

・ 景色がきれい。そしていつ来ても食材 

は十分にある。だが、食の都がまだな
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を売る施設、体験農園ができる施設の 

設置を考えて欲しい。それを県で設置 

し、経営は自分たちで行いたい。 

・ ガーベラ、トルコキキョウ、カスミソ 

ウ、バラ等が県下で１、２位の出荷量 

である。これは観光にも使える。 

・ 相良サンビーチ、静波海水浴場という 

富士山が見える遠浅の白砂の海岸が 

ある。最近は、マリンスポーツも盛ん 

であり、自然と親しむレジャースポー 

ツは大事にしていかなければいけな 

い。もっと多くの人に来てもらい、知 

ってもらう必要がある。 

・ 砂浜は国内外の子どもたちが自然に 

触れ合う場、感性豊かな子どもの育成 

の場として、大いに利用できる。しか 

し、砂浜は、自分の小さい頃に比べ、 

大変狭くなっているので、この砂浜を 

取り戻して欲しい。 

・ 観光にこれから力を入れていきたい 

ので、協力して欲しい。 

・ 自分は製造業を営んでいるが、先が見 

えない自動車関連の商売で、４月以降 

の受注が極端に減っている。 

・ ２年前に、牧之原市が産業雇用支援ネ 

ットワークとして小さいながらもビ 

ジネスマッチングをしてくれたが、企 

業関係者への周知が不十分で、集客が 

うまくいかなかったと聞いている。空 

港を利用し県の規模で、大きなビジネ 

スマッチングの場を開催して欲しい。 

・ そうすれば、中小零細企業が元気を取 

り戻すことができる。 

・ 富士山静岡空港大学を設立し、パイロ 

ット科、整備士科、客室乗務員科、そ 

して観光科、物流科、自動車工学科、 

お茶や海産物の食品の工学科という 

工業大学ができれば、各分野の未来の 

エキスパートを育て、若者で活気あふ 

れる地域になる。さらに、たくさんあ 

る空きアパートも埋まる。 

・ 陸海空の交通結節点、御前崎港をどの 

ように活用し、地域の発展につなげて 

いくのか聞きたい。 

い。それをメインとし、どこにつくる 

か、知恵を絞る段階にきている。 

・ 食の都を公で設け、民間で運営するの 

が賢い。民営でないと赤字になりかね 

ない。初期投資をしっかり行い、民間 

に任せることが大事である。食の都を 

どこでどうつくればいいか一緒に知 

恵を絞りましょう。 

・ お金のない人、お金のある人、それぞ 

れのニーズに合わせ、Ｂ級グルメから 

高級なものまで揃えることが必要で 

ある。 

・ 見物客や、乗降客等たくさんの人が利 

用している地域の近辺は既に多くの 

人が注目しているので、そこのデザイ 

ンを画くことから始めるとよい。 

・ 砂浜には、本来砂をとめておく植物が 

あり、砂に埋もれてまた伸びて、砂が 

流れないようになっているが、そこに 

車が入ってくることで、砂が海の方に 

持っていかれ、砂浜が狭くなってい 

る。 

・ ビーチをどのように維持するか知恵 

を絞りながら、ビーチでのスポーツを 

考える。 

・ 企業のマッチングの場が必要なのは 

そのとおりで、今県も一生懸命やって 

いるので、援助していきたい。 

・ 本県にはそれなりの大学の数がある。 

そのネットワークをつくりながら、各 

分野における大学の団体連合を、どこ 

につくればいいのか考えてみたい。 

・ 御前崎港は、施設を１バースから、２ 

バースに拡張し、取扱いを増やした 

い。新しく整備している道路を利用 

し、今まで名古屋港に運ばれていた東 

名浜松インターチェンジ近くにある 

国際コンテナ基地の荷を御前崎港に 

運びたい。物流を考えてそのために道 

路整備を行っている。
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・ 知事の所信表明で、浜名湖、富士山、 

伊豆という観光ブランドを創出し、全 

国にアピールしていくという記事を 

見たが、陸海空の立地を生かした牧之 

原ブランドを創出して、仲間に入れて 

もらえるよう頑張るので、力添えをお 

願いしたい。 

９ 榛南地域の漁業の現状と今後 

・ 近年の榛南域沿岸の漁業の状況と、漁 

業の将来、海岸域のあり方、海面利用 

の方策について、自分たち漁業者の思 

いと、地域の揺るぎない発展による安 

心と歓喜と希望の計画の実現に向け 

て、地域の皆様をはじめとする県民の 

皆様の支援、協力を受け、漁業者漁場 

として充実させていきたい。 

・ 漁業者として、小手先のアイデア、パ 

フォーマンスに振り回されず、漁業を 

生業とする者の心意気と、連綿と続く 

漁業の本質的な使命を探求し、その役 

目を再認識することが重要である。 

・ 必要以上の生産はしない体制づくり、 

生産されたものが大切に処理される 

よう真心を込めることが重要と思い、 

改善に努めている。 

・ 榛南の沿岸域には浜岡原子力発電所、 

御前崎港、富士山静岡空港という、県 

を代表する文化が発生した。これらの 

設置、開設には、漁業者の大英断と英 

知の結集があり、将来の榛南地域の発 

展と、 県の発展充実を願い、 協力した。 

このことは県民の皆さんの心に止め 

て欲しい。 

・ それに起因する磯焼き現象の発生で、 

全国一大きな 8,000ha の藻場を消失 

し、魚介類も失った。 

・ しかし、漁業者自らこの復活に取組み 

水産庁、県の協力もあって、約 60ha 

復活した。 

近年の沿岸漁業は、漁獲の減少が著し 

く、漁業経費の高騰、魚価低下の追い 

打ちにより、漁家の経営生活は逼迫 

し、 漁業を離脱する者、 若人の離職等、 

寂しい沿岸漁業の状況が見え隠れし 

ている。 

・ 漁業文化が時代に応じて変わってき 

ている。 

・ 文化とは特別なものではない。これは 

カルチャーの訳で、英語で書く Way of 

Life「生き方」ということである。だ 

から榛南地域の生き方が榛南の文化。 

衣食住が文化である。 

・ 外国人にとって、日本人が畳の生活を 

し、魚を上手に食べ、煮物を食べ、ご 

はんを食べる、家の中に仏壇という教 

会があること、この我々にとって当た 

り前のことが、彼らにとっては日本の 

文化になる。 

・ 生活文化が魅力的であることが大切 

である。ライフスタイル全体がまるで 

ガーデンに住んでいるみたいだ。山の 

文化、野の文化、浜辺の文化、そして 

陸海空の交通ネットワークがよくで 

きている。そこに行ってみたい、こう 

いうところに住んでみたいと思われ 

る地域、毎日の暮らし方が魅力的であ 

ることが大切である。 

・ 漁業の人たちはそれを支えている。食 

材の王国を漁業抜きに語れない。世界 

で一番たくさんの魚、 種類、 量を採り、 

食べているのは日本人で、日本の漁業 

抜きにして世界の漁業文化は語れな 

い。自信を持って欲しい。 

・ 地産地消し、ここで食べるのが一番お 

いしい。ここに食べに来るのが一番お 

いしいとするのが大事で、この地域を 

食の都にしたい。一気にできないの 

で、どこかにその拠点をつくりたい。 

・ グリンピア、お茶の郷、金谷中学校の 

跡地がある。それらを点として、何か 

をつくろうと考える。常に全体で捉え
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・ 漁業者の進むべき道は厳しいものが 

ある。しかし、自らこの解決に道を開 

かなければならないと思っている。 

・ もともとその地で産する海産物は、そ 

の土地の人々の生活必需品であり、住 

民の生存の維持に必要な食材であっ 

て、必要以上の生産は不要である。 

・ 海産物の管理体制が必要となる。これ 

が漁業者冥利であり、雇用の創出の糸 

口である。食べる県民も、確たる信念 

を持ち、地産地消の推進に、地場の物 

を大事に扱い、楽しい食生活と、それ 

ぞれの生業に励むことで、共存共栄を 

目指したい。 

・ 今始まった榛南地域の躍進と、漁家の 

充実のため、人格の形成に向け、一汗 

かきたい。 

空港との位置関係から、どうすれば楽 

しく回遊できるか考える。 

・ 蓬莱橋を渡ると柚庵がある。川越しに 

いろいろ珍しい道がある。点としては 

いい。どういうふうに動くのか。中條 

景昭の像、そこから見る富士山ももの 

すごくきれいである。点はいろいろあ 

り、全体をグランドデザインして考え 

れば、海外にあるプロバンス地域、ト 

スカーナ地域のように、志太・榛原地 

域が、 「ふじのくに」のガーデン・シ 

ティとして、皆に分かってもらえる地 

域に必ずなれる。 

・ この地域には、志は日本一高い富士山 

のごとく、思いは日本一深い駿河湾の 

ごとく持ち、絆は南アルプスのごとく 

固く、夢は太平洋のごとく広くという 

場の力がある。 

傍聴者 デザイン、草の根交流の重要性 

・ ９人の発言者の皆さんからそれぞれ 

生活の糧にしている職業を元にした、 

いろいろな話、活躍を聞き、また県政 

にかかわる展望も聞かせてもらった。 

・ 静岡県の中で志太・榛原が一番のウィ 

ークポイントだと思う。 

・ 県内に情報を発信すると同時に、世界 

に発信をする基地として、この静岡空 

港を利用したいと皆思っている。 

・ 静岡文芸大に、都市景観設計科をつく 

り、発言者の方々の話にあったすばら 

しい要素を学生だけでなく、地域の住 

民も学べる場を設ける。ノウハウを授 

けながら、連携の中でデザインしてい 

く。 

・ デザインができた後で、一次産業、二 

次産業にかかわる県政と密着した課 

題を解決していけば、スムーズな県政 

の中で、みんなが安定した生活ができ 

るのではないか。 

・ 草の根的な交流の核を幾つかたくさ 

んつくり、人と人との交流を強めなが 

ら、県の力として、人の力を強めるこ 

とが、本当にベターではないか。 

・ 空港の魅力を高めるための委員会を 

立ち上げたが、普通県庁で開催する委 

員会を、空港の中、石雲院、空港近く 

の公民館、 そして、 お茶の郷で行った。 

そこでは、常に国を代表するような識 

者を呼び、現地を見てもらいながら現 

場で考えてもらっている。 

・ 前回は空港全体の模型を見せてもら 

い、細かく説明を聞いた。現場を見る 

ことで、全体の位置関係がわかる。 

・ 本当に関わり合わないとアイデアは 

出てこない。人と人とが会って、心が 

触れて始めて形になる。 

・ 静岡文芸大は、地域のための大学なの 

で、学びたいときに行けばよい。立派 

な先生も呼んでいるので、地域に開か 

れた大学に育ててもらいたい。 

・ 空港は空港だけのためにあるのでは 

ない。これは手段であり、一つの媒体 

として、この地域を本当にすばらしい 

世界の庭園に、庭園のごとき地域にし 

てもらいたい。


